
大牟田市保健センターの愛称の決定について

大牟田市保健センターの愛称につきましては、78作品の応募があり、選考の結果、

次のとおり決定しました。

１．愛称 「らふる」

【最優秀賞】 古賀 佐知子 さん（市内在住）
こ が さ ち こ

２．選定理由 訪れた人たちが帰るときには笑顔になれるような施設になってほしい

という思いがコンパクトに表現され、響きがよく、親しみやすい、誰に

でもすぐ覚えていただけるような名称である。

３．優秀賞 １人 亀澤 秀美さん（市内在住）
かめざわ ひ で み

４．応募状況 全78点

（内訳） 10歳未満…2点、10代…2点、20代…５点、30代…10点、

40代…21点、50代…9点、60代…15点、70代…9点、

80代…2点、90代…1点、記載なし…2点

５．愛称の掲示

保健センターエレベーター棟外壁に愛称の看板を設置

６．表彰

3月下旬、保健センター内で表彰（予定）

７．今後の予定

・市長定例会見で結果の公表…12月 23日

・広報おおむた掲載…1月1日号

・保健センターへの愛称掲示…工事の進捗に合わせて

・保健センター内での表彰…3月下旬予定

（命名理由）

Laugh（ラフ・笑い声）＋Full（フル・いっぱい）で「らふる」。

保健センターには、妊娠したときの母子手帳の発行や「パパママ専科」への参加。ま

た、子供が産まれたあとは「歯科検診」など色々お世話になった思い出があります。

保健センターに訪れた人たちが帰るときには笑顔になれるよう思いをこめて「らふ

る」と考えました。すでにある「えるる」とも響きが似ていて、姉妹のような建物と

して親しんでもらいたいと思っています。
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